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はじめに

『Sun Cluster Data Service for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersガイド
(Solaris OS版)』では、Sun™ Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real
Application Clustersのインストールと構成の手順について説明します。

このマニュアルは、Sunのソフトウェアとハードウェアについて幅広い知識を持って
いる上級システム管理者を対象としています。販売活動のガイドとしては使用しない
でください。このマニュアルを読む前に、システムの必要条件を確認し、適切な装置
とソフトウェアを購入しておく必要があります。

このマニュアルで説明されている作業手順を行うには、Solaris™オペレーティングシ
ステムに関する知識と、Sun Clusterと共に使用するボリューム管理ソフトウェアに関
する専門知識が必要です。

UNIXコマンド
このマニュアルでは、Sun Clusterデータサービスのインストールと設定に固有のコマ
ンドについて説明します。このマニュアルでは、UNIX®の基本的なコマンドや手順
(システムの停止、システムのブート、デバイスの構成など)については説明していま
せん。基本的な UNIXコマンドに関する情報および手順については、以下を参照して
ください。

� Solarisオペレーティングシステムのオンラインマニュアル
� Solarisオペレーティングシステムのマニュアルページ
� システムに付属するその他のソフトウェアマニュアル
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表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガ
イド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \
XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]
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[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

関連マニュアル
Sun Cluster関連の各種トピックについては、下の表に記載したマニュアルを参照して
ください。 Sun Clusterのマニュアルはすべて、http://docs.sun.comから参照で
きます。

トピック マニュアル

データサービス管理 『 Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』

各データサービスのガイド

概念 『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』

概要 『Sun Clusterの概要 (Solaris OS版)』

ソフトウェアのインス
トール

『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS版)』

システム管理 『Sun Clusterのシステム管理 (Solaris OS版)』

ハードウェア管理 『Sun Cluster 3.x Hardware Administration Manual for Solaris OS』

各ハードウェア管理ガイド

データサービス開発 『Sun Clusterデータサービス開発ガイド (Solaris OS版)』

エラーメッセージ: 『Sun Cluster Error Messages Guide for Solaris OS』

コマンドおよび機能リ
ファレンス

『 Sun Cluster Reference Manual for Solaris OS』

Sun Clusterマニュアルの完全な一覧については、ご使用の Sun Clusterのリリースの
リリースノートを参照してください。リリースノートは、 http://docs.sun.com
から参照できます。

13

http://docs.sun.com
http://docs.sun.com


Sunのオンラインマニュアル
docs.sun.comでは、Sunが提供しているオンラインマニュアルを参照することがで
きます。マニュアルのタイトルや特定の主題などをキーワードとして、検索を行うこ
ともできます。URLは、http://docs.sun.comです。

ヘルプ
Sun Clusterをインストールまたは使用しているときに問題が発生した場合は、ご購入
先に連絡し、次の情報をお伝えください。

� 名前と電子メールアドレス (利用している場合)
� 会社名、住所、および電話番号
� ご使用のシステムのモデルとシリアル番号
� Solarisオペレーティングシステムのバージョン番号(例: Solaris 8)
� Sun Clusterのバージョン番号(例: Sun Cluster 3.0)

サービスプロバイダのために、次のコマンドを使用して、システム上の各ノードに関
する情報を収集してください。

コマンド 機能

prtconf -v システムメモリのサイズと周辺デバイス情報を表示する

psrinfo -v プロセッサの情報を表示する

showrev –p インストールされているパッチを報告する

SPARC: prtdiag
-v

システム診断情報を表示する

scinstall -pv Sun Clusterのリリースおよびパッケージのバージョン情報を表示する

上記の情報にあわせて、/var/adm/messagesファイルの内容もご購入先にお知らせ
ください。
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第 1章

Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersのイ
ンストール

この章では、Sun Clusterノードに Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersをインストールする手順について説明します。この
章の内容は次のとおりです。

� 23ページの「VxVMを使用する」
� 23ページの「ハードウェア RAIDサポートを使用する」
� 25ページの「クラスタファイルシステムを使用する」
� 26ページの「クラスタファイルシステム用にノード固有ディレクトリを作成する
」

� 29ページの「クラスタファイルシステム用にノード固有ファイルを作成する」
� 32ページの「Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application

Clustersパッケージをインストールする」
� 33ページの「Sun Clusterノードを準備する」
� 34ページの「Oracle UDLMソフトウェアをインストールする」
� 37ページの「Oracle Parallel Server/Real Application Clustersデータベース用の

VxVM共有ディスクグループを作成する」

Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersのイン
ストールプロセスの概要
次の表に、インストール作業の概要を示し、さらに作業を実行するための詳細な手順
の参照個所を示しています。
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表 1–1作業マップ: Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clusters
のインストール

作業 参照先

インストール前に考慮すべき事項と特殊な要
件

16ページの「インストール前の考慮事項」

19ページの「特殊な要件」

(オプション)ボリューム管理ソフトウェアの
インストール

22ページの「Sun Cluster Support for Oracle
Parallel Server/Real Application Clustersでの
ストレージ管理ソフトウェアのインストール
」

(オプション) Sun Cluster Support for Oracle
Parallel Server/Real Application Clustersソフ
トウェアが必要とするノード固有のファイル
とディレクトリの作成

25ページの「クラスタファイルシステム用に
ノード固有のファイルとディレクトリを作成
する」

データサービスパッケージのインストール 31ページの「Sun Cluster Support for Oracle
Parallel Server/Real Application Clusters
パッケージのインストール」

UNIX Distributed Lock Managerのインス
トール

33ページの「Oracle UDLMのインストー
ル」

(必要な場合) Oracle Parallel Server/Real
Application Clustersデータベース用の共有
ディスクグループの作成

36ページの「Oracle Parallel Server/Real
Application Clustersデータベース用の VxVM
共有ディスクグループの作成」

インストール前の考慮事項
Oracle Parallel Server/Real Application Clustersは、2つ以上のノードで同時に実行
できるスケーラブルなアプリケーションです。 Sun Cluster Support for Oracle
Parallel Server/Real Application Clustersをインストールする前に、以下に説明する
点を考慮してください。

このデータサービスの特徴
Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersは、特殊な
特徴をもつ Sun Cluster高可用性データサービスです。一連のパッケージから構成さ
れるこのデータサービスをインストールすると、Oracle Parallel Server/Real
Application Clustersを Sun Clusterノードで実行できます。このデータサービスによ
り、Sun Clusterコマンドを使ってSun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real
Application Clustersを管理できます。
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Oracle Parallel Server/Real Application Clustersソフトウェアですでにこの機能を提
供しているため、このデータサービスは自動フェイルオーバーまたは障害監視の機能
を提供しません。 Oracle Parallel Server/Real Application Clustersソフトウェアは、
Sun Cluster Resource Group Manager (RGM)で登録または管理されません。

Sun Clusterの共有ディスクアーキテクチャを使用するように Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersを設定できます。この構成では、データベースに同
時にアクセスする Oracle Parallel Server/Real Application Clustersの複数のインスタ
ンス間で、単一のデータベースを共有します。クラスタノード間の共有リソースに対
するアクセスは、UNIX Distributed Lock Manager (Oracle UDLM)によって制御され
ます。

ハードウェアとソフトウェアの要件
インストールを始める前に、以下に説明するハードウェアとソフトウェアの要件に注
意してください。

Sun Clusterフレームワーク要件
Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersをインス
トールするためには、クラスタに最初のクラスタフレームワークがすでにインストー
ルされ、クラスタが動作している必要があります。クラスタソフトウェアの初期イン
ストールの詳細については、『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS
版)』を参照してください。

ストレージ管理の要件
どのストレージ管理スキーマを使用するかを決めます。

� クラスタ機能を備えた VERITAS Volume Manager (VxVM)
� ハードウェア RAID(redundant array of independent disks)サポート
� クラスタファイルシステム

クラスタファイルシステムを使用する場合、次のどちらのボリュームマネージャを
使用するかを決めてください。

� Solaris Volume Manager
� クラスタ機能のない VxVM

ソフトウェアライセンス要件
ソフトウェアを使用するために必要なライセンスを取得して、インストールしている
かを確認します。ライセンスのインストールが不正であったり不完全であったりする
と、ノードが異常終了する可能性があります。
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たとえば、クラスタ機能を備えた VxVMを使用している場合、以下のコマンドのうち
の 1つを実行して、Volume Managerクラスタ機能のライセンスをインストールして
あることを確認してください。

� バージョン 3.5 より古いバージョンの VxVM の場合、vxlicense -p コマンドを
実行します。

� VxVMバージョン 3.5の場合、vxlicrepコマンドを実行します。

サポートされているトポロジ要件
Sun Enterprise Servicesの購入先に、 Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersで現在サポートされているトポロジー、クラスタイ
ンターコネクト、ストレージ管理スキーマ、およびハードウェア構成について確認し
ます。

パッチのインストール要件
Solarisオペレーティング環境、Sun Cluster、Oracle、および使用するボリュームマ
ネージャ用の適用できるソフトウェアパッチをインストールしてあることを確認しま
す。 Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersパッチ
をインストールする必要がある場合は、データサービスをインストールしたあとでこ
れらのパッチを加えてください。

アプリケーションバイナリファイルとアプリケー
ション構成ファイルの場所
アプリケーションバイナリファイルおよびアプリケーション構成ファイルは、次のい
ずれかの場所にインストールできます。

� 各クラスタノードのローカルディスク。アプリケーションバイナリファイルとアプ
リケーション構成ファイルを個別のクラスタノード上に置くと、後でデータサービ
スをシャットダウンせずにアプリケーションをアップグレードできます。

この場合の短所は、アプリケーションバイナリファイルとアプリケーション構成
ファイルの複数のコピーを維持し、管理しなければならない点です。

� クラスタファイルシステム。アプリケーションバイナリファイルとアプリケー
ション構成ファイルをクラスタファイルシステム上に置く場合、維持管理するコ
ピーは 1つだけです。しかし、アプリケーションをアップグレードするには、ク
ラスタ全体でデータサービスを停止する必要があります。アップグレードする場
合に多少の停止時間が生じても構わない場合は、アプリケーションのバイナリ
ファイルとアプリケーション構成ファイルの 1つのコピーをクラスタファイルシス
テム上に置きます。
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クラスタファイルシステムを使用するための要件
Oracle Parallel Server/Real Application Clustersに関連する次のようなファイルの
み、クラスタファイルシステムに格納できます。

� アプリケーションバイナリファイル
� 構成ファイル (たとえば、init.ora、 tnsnames.ora、listener.ora、

sqlnet.ora)
� 保存された再実行ログファイル
� 警告ファイル (たとえば、alert_ sid.log)
� 追跡ファイル (*.trc)

注 –クラスタファイルシステムに、データファイル、コントロールファイル、オンラ
インの再実行ログファイルを格納しないでください。

保存された再実行ログファイルの書き込時の入出力 (I/O)パフォーマンスは、保存さ
れた再実行ログファイル用のデバイスグループの場所により異なります。パフォーマ
ンスを最適にするために、保存された再実行ログファイル用のプライマリのデバイス
グループは、Oracle Parallel Server/Real Application Clustersデータベースインスタ
ンスと同じノード上に置くようにしてください。このデバイスグループには、データ
ベースインスタンスの保存された再実行ログを保持するクラスタファイルシステムが
含まれています。

クラスタファイルシステムの作成方法については、『 Sun Clusterソフトウェアのイン
ストール (Solaris OS版)』の計画の章を参照してください。

特殊な要件
この節では、Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clusters
固有の要件を示します。

32ビットモードまたは 64ビットモード
Oracle UDLMおよび Oracleリレーショナルデータベースにどのアーキテクチャを使
用するかを決める前に、以下の点に注意してください。

� 両方の Oracleコンポーネントのアーキテクチャが一致する必要があります。たと
えばOracle UDLMに 64ビットアーキテクチャを使用する場合は、RDBMSにも
64ビットアーキテクチャを使用する必要があります。
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� Oracleコンポーネントに 32ビットアーキテクチャを使用する場合は、それらのコ
ンポーネントが配置されたノードを 32ビットモードまたは 64ビットモードのど
ちらででもブートできます。しかし、Oracleコンポーネントに 64ビットアーキテ
クチャを使用する場合は、それらのコンポーネントが配置されたノードを 64
ビットモードでブートする必要があります。

� すべてのノードをブートするときは、同じアーキテクチャを使用する必要がありま
す。たとえば、32ビットアーキテクチャを使用するように 1つのノードをブート
する場合は、全ノードとも 32ビットを使用するようにブートする必要がありま
す。

ログファイルの場所
次に、データサービスログファイルの場所を示します。

� 現在のログ: /var/cluster/ucmm/ucmm_reconf.log

� 以前のログ: /var/cluster/ucmm/ucmm_reconf.log.0 (0, 1,...) – この場所
は、Oracle UDLMパッケージによって異なります。

� Oracle UDLMログ: /var/cluster/ucmm/dlm_ nodename/logs –この場所に
Oracleのログファイルを見つけることができない場合は、Oracleのサポートにお
問い合わせください。

� Oracle UDLMコアファイル: /var/cluster/ucmm/dlm_ nodename/cores –こ
の場所に Oracleのログファイルを見つけることができない場合は、Oracleのサ
ポートにお問い合わせください。

ノード障害と回復の手順
Oracle Parallel Server/Real Application Clusters環境では、複数の Oracleインスタン
スが協力して同じ共有データベースへのアクセスを提供します。 Oracleクライアント
は、任意のインスタンスを使用してデータベースにアクセスできます。したがって、
1つまたは複数のインスタンスで障害が発生しても、クライアントは残りのインスタ
ンスに接続することによって、引き続きデータベースにアクセスできます。

注 – 1つのノードで障害が発生する場合は、ノードをメンテナンスモードでブート
し、問題を解決してください。問題を修正した後、ノードをリブートします。詳細
については、『Sun Clusterのシステム管理 (Solaris OS版)』を参照してください。
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注 –このデータサービスをインストールする場合、ノードをリブートする前に、
Oracle RDBMSソフトウェアのインストールと Oracleデータベースの作成の前のすべ
ての手順を完了してください。これらをすべて実行しないと、ノードはパニックを引
き起こします。ノードがパニックを起こした場合は、メンテナンスモードでブートし
て問題を解決する必要があります。問題を修正した後、ノードをリブートする必要が
あります。完了しなければならない手順は、表 2–1にリストされています。

Oracle Parallel Server/Real Application Clustersで
の Sun Cluster LogicalHostnameリソースの使
用
Oracle Parallel Server/Real Application Clustersのインスタンスを実行しているクラ
スタノードで障害が生じた場合、クライアントアプリケーションが実行しようとして
いた操作が別のインスタンスで再び実行される前にタイムアウトにする必要がありま
す。 TCP/IPネットワークのタイムアウトが頻繁に起きる場合、クライアントアプリ
ケーションで障害を検出するのに長時間かかることがあります。通常、クライアント
アプリケーションでこの種の障害を検出するのに必要な時間は、3分から 9分です。

このような場合、クライアントアプリケーションは、Sun Cluster LogicalHostname
リソースを使って、Sun Cluster上で動作する Oracle Parallel Server/Real Application
Clustersデータベースに接続できます。 LogicalHostnameリソースを Oracle
Parallel Server/Real Application Clustersが動作するノード上でマスターされた別の
リソースグループで設定できます。ノードが失敗した場合、LogicalHostnameリ
ソースが Oracle Parallel Server/Real Application Clustersを実行する別の動作中の
ノードで処理を継続します。 LogicalHostnameリソースのフェイルオーバーによ
り、新しい接続を Oracle Parallel Server/Real Application Clustersの他のインスタン
スにつなげることができます。

注意 – LogicalHostnameリソースをこの目的で使用する前に、既存のユーザー接続
への LogicalHostnameリソースのフェイルオーバーまたはフェイルバックの影響
を考慮してください。

Sun Cluster 3.1での Oracle Parallel Fail Safe/Real
Application Clusters Guardオプションの使用
Oracle Parallel Fail Safe/Real Application Clusters Guardオプションのインストー
ル、管理および操作については、Oracleのドキュメントを参照してください。この製
品オプションを Sun Cluster 3.1で使用する場合は、 Sun Cluster 3.1をインストールす
る前に、以下で説明する点に注意してください。
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ホスト名の制限
Oracle Parallel Fail Safe/Real Application Clusters Guardオプションを Sun Cluster
3.1で使用する場合、クラスタで使用するホスト名に以下の制限が適用されます。

� ホスト名に特殊文字を含めることはできません。

� Sun Cluster 3.1をインストールしたあとでは、ホスト名を変更することはできませ
ん。

これらの制限およびその他の要件について詳しくは、Oracleのドキュメントを参照し
てください。

Sun Clusterコマンド使用の制限
Sun Cluster 3.1で Oracle Parallel Fail Safe/Real Application Clusters Guardオプ
ションを使用する場合、以下の操作の実行に Sun Clusterコマンドを使用しないでく
ださい。

� Oracle Parallel Fail Safe/Real Application Clusters Guardがインストールするリ
ソースの状態の操作。 Sun Clusterコマンドをこの目的で使用すると、障害が起き
る可能性があります。

� Oracle Parallel Fail Safe/Real Application Clusters Guardがインストールするリ
ソースの状態のクエリ。出力される状態は実際の状態を示さない可能性がありま
す。 Oracle Parallel Fail Safe/Real Application Clusters Guardの状態を確認する
には、Oracleが提供するコマンドを使用してください。

Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersでのス
トレージ管理ソフトウェアのインストー
ル
Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersディスクの
場合、以下の構成を使用してください。

� クラスタ機能を備えた VxVM
� ハードウェア RAIDサポート
� クラスタファイルシステム
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� VxVMを使用する
Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application ClustersでVxVMソ
フトウェアを使用するには、以下のタスクを実行します。

1. (省略可能)クラスタ機能を備えたVxVMを使用している場合は、VxVMの基本ラ
イセンスの他に Volume Managerクラスタ機能のライセンスを取得します。

VxVMのライセンス要件については、VxVMのマニュアルを参照してください

注意 – Volume Managerクラスタ機能のライセンスを正しくインストールしない
と、Oracle Parallel Server/Real Application Clustersサポートをインストールする
ときに問題が発生することがあります。 Oracle Parallel Server/Real Application
Clusters パッケージをインストールする前に、vxlicense -pまたはvxlicrepコ
マンドを実行して、Volume Managerクラスタ機能の有効なライセンスがインス
トールされていることを確認してください。

2. VxVMソフトウェアをクラスタノード上にインストールして設定します。

詳細については、『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS版)
』の「VERITAS Volume Managerインストールと構成」および VxVMのマニュア
ルを参照してください。

次の作業
31ページの「Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clusters
パッケージのインストール」に進んで、Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersソフトウェアパッケージをインストールします。

� ハードウェア RAIDサポートを使用する
ハードウェア RAIDサポートを備えた Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersを使用できます。

たとえば、ハードウェア RAIDサポートを備えた Sun StorEdge™ A3500/A3500FC
ディスクアレイを VxVMソフトウェアなしで使用できます。この組み合わせを使う
には、ディスクアレイの論理ユニット番号 (LUN)の先頭に rawデバイス ID
(/dev/did/rdsk*)を使用します。ハードウェア RAIDを備えた Sun StorEdge
A3500/A3500FCディスクアレイを使用するクラスタ上に Oracle Parallel Server/Real
Application Clusters用の rawデバイスを設定するには、次の手順が必要です。

1. ディスクアレイ上に LUNを作成します。

LUNの作成方法については、Sun Clusterのハードウェアマニュアルを参照してく
ださい。
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2. LUNを作成したなら、format(1M)コマンドを実行して、ディスクアレイの LUN
を必要な数のスライスにパーティション分割します。

次の例は、formatコマンドの実行結果を示します。

# format

0. c0t2d0 <SUN18G cyl 7506 alt 2 hd 19 sec 248>
/sbus@3,0/SUNW,fas@3,8800000/sd@2,0

1. c0t3d0 <SUN18G cyl 7506 alt 2 hd 19 sec 248>
/sbus@3,0/SUNW,fas@3,8800000/sd@3,0

2. c1t5d0 <Symbios-StorEDGEA3000-0301 cyl 21541 alt 2 hd 64 sec 64>
/pseudo/rdnexus@1/rdriver@5,0

3. c1t5d1 <Symbios-StorEDGEA3000-0301 cyl 21541 alt 2 hd 64 sec 64>
/pseudo/rdnexus@1/rdriver@5,1

4. c2t5d0 <Symbios-StorEDGEA3000-0301 cyl 21541 alt 2 hd 64 sec 64>
/pseudo/rdnexus@2/rdriver@5,0

5. c2t5d1 <Symbios-StorEDGEA3000-0301 cyl 21541 alt 2 hd 64 sec 64>
/pseudo/rdnexus@2/rdriver@5,1

6. c3t4d2 <Symbios-StorEDGEA3000-0301 cyl 21541 alt 2 hd 64 sec 64>

/pseudo/rdnexus@3/rdriver@4,2

注 –ディスクパーティション情報が失われるのを防ぐために、rawディスクに使用
するディスクスライスのシリンダ 0でパーティションを開始しないでください。
ディスクのシリンダ 0にはディスクパーティションテーブルが格納されます。

3. scdidadm(1M)コマンドを実行して、手順 1で作成した LUNに対応する rawデ
バイス ID (DID)を見つけます。

次の例は、 scdidadm -L コマンドの出力の例を示しています。

# scdidadm -L

1 phys-schost-1:/dev/rdsk/c0t2d0 /dev/did/rdsk/d1
1 phys-schost-2:/dev/rdsk/c0t2d0 /dev/did/rdsk/d1
2 phys-schost-1:/dev/rdsk/c0t3d0 /dev/did/rdsk/d2
2 phys-schost-2:/dev/rdsk/c0t3d0 /dev/did/rdsk/d2
3 phys-schost-2:/dev/rdsk/c4t4d0 /dev/did/rdsk/d3
3 phys-schost-1:/dev/rdsk/c1t5d0 /dev/did/rdsk/d3
4 phys-schost-2:/dev/rdsk/c3t5d0 /dev/did/rdsk/d4
4 phys-schost-1:/dev/rdsk/c2t5d0 /dev/did/rdsk/d4
5 phys-schost-2:/dev/rdsk/c4t4d1 /dev/did/rdsk/d5
5 phys-schost-1:/dev/rdsk/c1t5d1 /dev/did/rdsk/d5
6 phys-schost-2:/dev/rdsk/c3t5d1 /dev/did/rdsk/d6

6 phys-schost-1:/dev/rdsk/c2t5d1 /dev/did/rdsk/d6

4. scdidadm(1M)の出力が示す DIDを使用して、rawデバイスを設定します。

たとえば、scdidadmの出力によって、ディスクアレイの LUNに対応する raw
DIDが d4であることがわかったとします。この場合には、
/dev/did/rdsk/d4sNrawデバイスを使用します。ここで、Nはスライス番号で
す。
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次の作業
31ページの「Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clusters
パッケージのインストール」に進んで、Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersソフトウェアパッケージをインストールします。

� クラスタファイルシステムを使用する
1. クラスタファイルシステムを作成して、マウントします。

クラスタファイルシステムの作成とマウント方法については、『Sun Clusterソフ
トウェアのインストール (Solaris OS版)』の「クラスタの構成」を参照してくださ
い。

2. /etc/vfstab ファイルにマウントポイントのエントリを追加する場合は、さま
ざまなタイプの Oracleファイル用の UFSファイルシステム固有のオプションを
設定します。

次の表を参照してください。

ファイルタイプ オプション

保存された再実行ログファイル global 、logging、forcedirectio

Oracleアプリケーションバイナリファイ
ル、構成ファイル、警告ファイル、および
追跡ファイル

global、logging

次の作業
25ページの「クラスタファイルシステム用にノード固有のファイルとディレクトリを
作成する」に進んで、Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real
Application Clustersソフトウェアが必要とするノード固有のファイルとディレクトリ
を作成します。

クラスタファイルシステム用にノード固
有のファイルとディレクトリを作成する
Oracleソフトウェアがクラスタファイルシステムにインストールされている場合、
ORACLE_HOME 環境変数で指定されているディレクトリ内のすべてのファイルは、す
べてのクラスタノードからアクセスできます。
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インストールでは、一部の Oracleファイルまたはディレクトリでノード固有の情報を
保持することが要求されます。この場合、ノードにローカルなファイルシステム上の
ファイルまたはディレクトリを対象とするシンボリックリンクを使用します。このよ
うなファイルシステムは、クラスタファイルシステムの一部ではありません。

シンボリックリンクをこのような目的で使用する場合、ローカルファイルシステム上
に領域を割り当てる必要があります。 Oracleアプリケーションが、この領域内の
ファイルに対してシンボリックリンクを作成するためには、アプリケーションがこの
領域内のファイルにアクセスできる必要があります。シンボリックリンクはクラスタ
ファイルシステム上に存在するため、リンクへのすべての参照は、すべてのノードで
同じになります。したがって、すべてのノードが、ローカルファイルシステム上のそ
の領域用に同じネーム空間を持つ必要があります。

クラスタファイルシステム用のノード固有ディレ
クトリの作成
次の手順は、ノード固有の情報を保持する各ディレクトリに対して実行します。以下
に、ノード固有の情報の保持に必要となる典型的なディレクトリを示します。

� $ORACLE_HOME /network/agent
� $ORACLE_HOME /network/log
� $ORACLE_HOME /network/trace
� $ORACLE_HOME /srvm/log
� $ORACLE_HOME /apache

ノード固有の情報を保持するために必要となるほかのディレクトリについては、
Oracleのマニュアルを参照してください。

� クラスタファイルシステム用にノード固有ディレクトリを
作成する
1. 各クラスタノードで、ノード固有の情報を保持するためのローカルディレクトリを
作成します。

作成するローカルディレクトリ構造は、ノード固有の情報を含むグローバルディレ
クトリ構造と一致するようにしてください。たとえば、グローバルディレクトリ
の/global/oracle/network/agentには、/localディレクトリ下にローカル
に格納する必要のあるノード固有の情報が含まれていることがあります。このよ
うな場合、/local/oracle/network/agentという名前のディレクトリを作成
します。

# mkdir -p local-dir

-p 存在しない親ディレクトリをすべて最初に作成することを指定しま
す。

local-dir 作成するディレクトリのフルパス名を指定します。
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2. 各クラスタノードで、ノード固有の情報を保持するグローバルディレクトリのロー
カルコピーを作成します。

ノード固有の情報のローカルコピーは、手順 1で作成したローカルディレクトリに
含まれるようにしてください。

# cp -pr global-dir local-dir-parent

-p 所有者、グループ、許可モード、修正時刻、アクセス時刻、お
よびアクセス制御リストが保護されることを指定します。

-r ディレクトリとそのすべてのファイル (サブディレクトリとその
ファイルを含む)がコピーされることを指定します。

global-dir コピーするグローバルディレクトリのフルパスを指定します。
このディレクトリは、ORACLE_HOME環境変数で指定される
ディレクトリ下で、クラスタファイルシステム上に存在しま
す。

local-dir-parent ローカルコピーを含む、ローカルノード上のディレクトリを指
定します。このディレクトリは、手順 1で作成したディレクト
リの親ディレクトリです。

3. 手順 2でコピーしたグローバルディレクトリを、グローバルディレクトリのローカ
ルコピーへのシンボリックリックで置き換えます。

a. 任意のクラスタノードから、手順 2でコピーしたグローバルディレクトリを削
除します。

# rm -r global-dir

-r ディレクトリとそのすべてのファイル (サブディレクトリとその
ファイルを含む)が削除されることを指定します。

global-dir 削除するファイル名とグローバルディレクトリのフルパスを指定
します。このディレクトリは、手順 2でコピーしたグローバル
ディレクトリになります。

b. 任意のクラスタノードで、ディレクトリのローカルコピーから、手順 aで削除
したグローバルディレクトリへのシンボリックリンクを作成します。

# ln -s local-dir global-dir

-s リンクがシンボリックリンクであることを指定します。

local-dir 手順 1で作成したローカルディレクトリがリンクの元であることを
指定します。

global-dir 手順 aで削除したグローバルディレクトリがリンク先であることを
指定します。
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例 1–1ノード固有ディレクトリの作成

この例では、ノード固有ディレクトリを 2ノードクラスタで作成するための操作手順
を示しています。このクラスタは、以下のように構成されています。

� ORACLE_HOME環境変数は、/global/oracleディレクトリを指定している
� 各ノードのローカルファイルシステムは、 /local ディレクトリ下にある

各クラスタノードで、以下の手順を実行します。

1. 次のコマンドを実行して、必要なディレクトリをローカルファイルシステムに作成
します。

# mkdir -p /local/oracle/network/agent

# mkdir -p /local/oracle/network/log

# mkdir -p /local/oracle/network/trace

# mkdir -p /local/oracle/srvm/log

# mkdir -p /local/oracle/apache

2. 次のコマンドを実行して、ノード固有の情報を保持するグローバルディレクトリの
ローカルコピーを作成します。

# cp -pr $ORACLE_HOME/network/agent /local/oracle/network/.

# cp -pr $ORACLE_HOME/network/log /local/oracle/network/.

# cp -pr $ORACLE_HOME/network/trace /local/oracle/network/.

# cp -pr $ORACLE_HOME/srvm/log /local/oracle/srvm/.

# cp -pr $ORACLE_HOME/apache /local/oracle/.

以下の手順は、1つのノードでのみ実行します。

1. 次のコマンドを実行して、グローバルディレクトリを削除します。

# rm -r $ORACLE_HOME/network/agent

# rm -r $ORACLE_HOME/network/log

# rm -r $ORACLE_HOME/network/trace

# rm -r $ORACLE_HOME/srvm/log

# rm -r $ORACLE_HOME/apache

2. 次のコマンドを実行して、ローカルディレクトリから、対応するグローバルディレ
クトリへのシンボリックリックを作成します。

# ln -s /local/oracle/network/agent $ORACLE_HOME/network/agent

# ln -s /local/oracle/network/log $ORACLE_HOME/network/log

# ln -s /local/oracle/network/trace $ORACLE_HOME/network/trace

# ln -s /local/oracle/srvm/log $ORACLE_HOME/srvm/log
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例 1–1ノード固有ディレクトリの作成 (続き)

# ln -s /local/oracle/apache $ORACLE_HOME/apache

クラスタファイルシステム用のノード固有ファイ
ルの作成
次の手順は、ノード固有の情報を保持する各ファイルに対して実行します。以下に、
ノード固有の情報の保持に必要となる典型的なファイルを示します。

� $ORACLE_HOME /network/admin/snmp_ro.ora

� $ORACLE_HOME /network/admin/snmp_rw.ora

ノード固有の情報を保持するために必要となるほかのファイルについては、Oracleの
マニュアルを参照してください。

� クラスタファイルシステム用にノード固有ファイルを作成
する
1. 各クラスタノードで、ノード固有の情報を保持するファイルを含むローカルディレ
クトリを作成します。

# mkdir -p local-dir

-p 存在しない親ディレクトリをすべて最初に作成することを指定しま
す。

local-dir 作成するディレクトリのフルパス名を指定します。

2. 各クラスタノードで、ノード固有の情報を保持するグローバルファイルのローカル
コピーを作成します。

# cp -p global-file local-dir

-p 所有者、グループ、許可モード、修正時刻、アクセス時刻、およびア
クセス制御リストが保護されることを指定します。

global-file コピーするファイル名とグローバルファイルのフルパスを指定しま
す。このファイルは、ORACLE_HOME環境変数で指定されるディレク
トリ下で、クラスタファイルシステム上にインストールされていま
す。

local-dir ファイルのローカルコピーを含むディレクトリを指定します。この
ディレクトリは、手順 1で作成したディレクトリになります。

3. 手順 2でコピーしたグローバルファイルを、そのファイルのローカルコピーへのシ
ンボリックリンクで置き換えます。
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a. 任意のクラスタノードから、手順 2でコピーしたグローバルファイルを削除し
ます。

# rm global-file

global-file 削除するファイル名とグローバルファイルのフルパスを指定しま
す。このファイルは、手順 2でコピーしたグローバルファイルに
なります。

b. 任意のクラスタノードで、ファイルのローカルコピーから、手順 aで削除した
グローバルファイルへのシンボリックリンクを作成します。

# ln -s local-file global-file

-s リンクがシンボリックリンクであることを指定します。

local-file 手順 2でコピーしたファイルが、リンクの元であることを指定しま
す。

global-file 手順 aで削除したファイルのグローバルバージョンが、リンク先で
あることを指定します。

例 1–2ノード固有ファイルの作成

この例では、ノード固有ファイルを 2ノードクラスタで作成するための操作手順を示
しています。このクラスタは、以下のように構成されています。

� ORACLE_HOME環境変数は、/global/oracleディレクトリを指定している
� 各ノードのローカルファイルシステムは、 /local ディレクトリ下にある

各クラスタノードで、以下の手順を実行します。

1. 次のコマンドを実行して、ノード固有の情報を保持するファイルを含むローカル
ディレクトリを作成します。

# mkdir -p /local/oracle/network/admin

2. 次のコマンドを実行して、ノード固有の情報を保持するグローバルファイルのロー
カルコピーを作成します。

# cp -p $ORACLE_HOME/network/admin/snmp_ro.ora \

/local/oracle/network/admin/.

# cp -p $ORACLE_HOME/network/admin/snmp_rw.ora \

/local/oracle/network/admin/.

以下の手順は、1つのノードでのみ実行します。

1. 次のコマンドを実行して、グローバルファイルを削除します。

# rm $ORACLE_HOME/network/admin/snmp_ro.ora

# rm $ORACLE_HOME/network/admin/snmp_rw.ora

2. 次のコマンドを実行して、ファイルのローカルコピーから、対応するグローバル
ファイルへのシンボリックリックを作成します。
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例 1–2ノード固有ファイルの作成 (続き)

# ln -s /local/oracle/network/admin/snmp_ro.ora \

$ORACLE_HOME/network/admin/snmp_rw.ora

# ln -s /local/oracle/network/admin/snmp_rw.ora \

$ORACLE_HOME/network/admin/snmp_rw.ora

次の作業
31ページの「Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clusters
パッケージのインストール」に進んで、Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersソフトウェアパッケージをインストールします。

Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clusters
パッケージのインストール
Sun Clusterの初期インストール中に、Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersパッケージをインストールしなかった場合、この手
順を実行してパッケージをインストールします。 Sun Cluster Support for Oracle
Parallel Server/Real Application Clustersを実行できるすべてのクラスタノードで、
この手順を実行してください。この手順を実行するには、Sun Java Enterprise System
Accessory CD Volume 3が必要です。

pkgadd ユーティリティを使用して、Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersパッケージをインストールします。

注 –インストール前に準備作業を行う必要があるため、scinstall(1M)ユーティリ
ティーはデータサービスパッケージの自動インストールをサポートしていません。
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� Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersパッケージをイ
ンストールする
1. CD-ROMドライブに Sun Java Enterprise System Accessory CD Volume 3を挿
入します。

2. スーパーユーザーになります。

3. 現在の作業ディレクトリを使用しているバージョンの Solarisオペレーティング環
境のパッケージを含むディレクトリに変更します。

� Solaris 8を使用している場合は、次のコマンドを実行します。

# cd /cdrom/cdrom0/components/SunCluster_Oracle_RAC/Solaris_8/Packages

� Solaris 9を使用している場合は、次のコマンドを実行します。

# cd /cdrom/cdrom0/components/SunCluster_Oracle_RAC/Solaris_9/Packages

4. Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersを実行
できる各クラスタノードで、必要なソフトウェアパッケージの内容を CD-ROMか
らノードに移します。

必要なソフトウェアパッケージは、使用しているストレージ管理スキーマによって
異なります。

� クラスタ機能を備えた VxVMを使用している場合は、次のコマンドを実行しま
す。

# pkgadd -d . SUNWscucm SUNWudlm SUNWudlmr SUNWcvmr SUNWcvm

� ハードウェア RAIDサポートを使用している場合は、次のコマンドを実行しま
す。

# pkgadd -d . SUNWscucm SUNWudlm SUNWudlmr SUNWschwr

� クラスタファイルシステムを使用している場合は、次のコマンドを実行しま
す。

# pkgadd -d . SUNWscucm SUNWudlm SUNWudlmr

注意 –ノードをリブートする前に、Oracle UDLMソフトウェアを正しくインストール
して設定してあることを確認してください。詳細については、33ページの「Oracle
UDLMのインストール」を参照してください。さらに、ボリュームマネー
ジャパッケージのインストールも正しく行われているか確認してください。 VxVMを
使用する予定がある場合は、ソフトウェアを正しくインストールしてあることを確認
し、また、VxVMクラスタ機能用のライセンスが有効であることを確認してくださ
い。正しく構成されていないと、ノードでパニックが発生します。
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次に進む手順
33ページの「Oracle UDLMのインストール」に進んで Oracle UDLMをインストール
します。

Oracle UDLMのインストール
Oracle UDLMのインストールには、以下の作業があります。

� ノードの準備
� IOracle UDLMソフトウェアのインストール

� Sun Clusterノードを準備する
Oracle UDLMソフトウェアが正しく動作するためには、すべてのクラスタノードに
十分な共有メモリーが必要です。インストール手順については、Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersの CD-ROMを参照してください。 Sun Clusterノー
ドを準備するため、次の作業が終了しているかを確認してください。

� Oracleユーザーアカウントとデータベース管理グループが正しく設定されている
か。

� Oracle UDLMの共有メモリー要件をサポートするようにシステムが構成されてい
るか。

注 –次の手順は、各クラスタノードでスーパーユーザーで実行してください。

1. 各ノード上で、/etc/group ファイルにデータベース管理者グループ用のエント
リを作成し、このグループに潜在的なユーザーを追加します。

通常、このグループの名前は、dbaです。 rootおよび oracleが dbaグループ
のメンバーであることを確認し、必要に応じて他のデータベース管理者 (DBA)
ユーザーのエントリを追加します。グループ IDが Sun Cluster Support for Oracle
Parallel Server/Real Application Clustersを実行するすべてのノードで同じである
かを確認します。たとえば、次のエントリを /etc/groupファイルに追加しま
す。

dba:*:520:root,oracle

ネットワークネームサービス内に、ネットワーク情報サービス (NIS)や NIS+など
のネームサービスのエントリを作成して、データサービスのクライアントに情報を
提供できます。また、ローカルの /etcファイルにエントリを作成し、ネット
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ワークネームサービスに依存しないようにできます。

2. 各ノード上で、/etc/passwdファイルに Oracleユーザー ID用のエントリ (グ
ループおよびパスワード)を作成し、pwconv( 1M)コマンドを実行して、
/etc/shadowファイルにエントリを作成します。

通常、Oracleユーザー IDは、oracleです。たとえば、次のエントリを
/etc/passwdファイルに追加します。

# useradd -u 120 -g dba -d /oracle-home oracle

ユーザー IDが Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application
Clustersを実行するすべてのノードで同じであるかを確認します。

次の作業
Oracle Parallel Server/Real Application Clusters用のクラスタ環境を設定したあと、
34ページの「Oracle UDLMソフトウェアをインストールする」へ移動して各クラス
タノードに Oracle UDLMソフトウェアをインストールします。

� Oracle UDLMソフトウェアをインストールする

注 – Oracle UDLMソフトウェアは、各ノードのローカルディスクにインストールする
必要があります。

注意 – Oracle UDLMソフトウェアをインストールする前に、データベース管理者グ
ループと Oracleユーザー IDのエントリが作成済みであるか確認してください。詳細
は、33ページの「Sun Clusterノードを準備する」を参照してください。

1. クラスタノード上にインストールするクラスタノード上でスーパーユーザーになり
ます。

2. Oracle UDLMソフトウェアをインストールします。

インストール手順については、Oracle Parallel Server/Real Application Clustersの
インストールマニュアルを参照してください。
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注 – Oracle UDLMパッケージをインストールした時にエラーメッセージが発生し
ていないかを確認してください。パッケージのインストールでエラーが発生した
場合は、Oracle UDLMソフトウェアをインストールする前に問題を解決してくだ
さい。

3. /etc/system ファイルを共有メモリの設定情報で更新します。

これらのパラメータは、クラスタで利用可能なリソースにもとづいて構成する必要
があります。適切な値を決定してください。ただし、Oracle UDLMがその構成要
件に従って、共有メモリセグメントを作成できることを確認してください。

次に、/etc/systemファイルで構成するエントリの例を示します。

*SHARED MEMORY/ORACLE
set shmsys:shminfo_shmmax=268435456
set semsys:seminfo_semmap=1024
set semsys:seminfo_semmni=2048
set semsys:seminfo_semmns=2048
set semsys:seminfo_semmsl=2048
set semsys:seminfo_semmnu=2048
set semsys:seminfo_semume=200
set shmsys:shminfo_shmmin=200
set shmsys:shminfo_shmmni=200
set shmsys:shminfo_shmseg=200

4. Oracle UDLMソフトウェアがインストールされている各ノードをシャットダウン
して、リブートします。

注意 –リブートする前に、Oracle UDLMソフトウェアを正しくインストールして
設定してあることを確認してください。さらに、ボリュームマネージャパッケー
ジのインストールも正しく行われているか確認してください。 VxVMを使用する
場合は、ソフトウェアが正しくインストールされていること、また、VxVMクラ
スタ機能用のライセンスが有効であることを確認してください。正しく構成され
ていないと、ノードでパニックが発生します。

詳しい手順については、『Sun Clusterのシステム管理 (Solaris OS版)』の「単一ク
ラスタノードの停止と起動」を参照してください。

次に進む手順
Oracle UDLMソフトウェアを各クラスタノードにインストールしたあと、次の手順
は使用するストレージ管理スキーマによって異なります。
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� クラスタファイルシステムなしで、VxVMを使用している場合は、36ページ
の「Oracle Parallel Server/Real Application Clustersデータベース用の VxVM共
有ディスクグループの作成」に進んで、Oracle Parallel Server/Real Application
Clustersデータベース用の共有ディスクグループを作成します。

� それ以外の場合は、41ページの「Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersの登録および設定」に進んで、Sun Cluster
Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersを登録し、設定しま
す。

Oracle Parallel Server/Real Application
Clustersデータベース用の VxVM共有
ディスクグループの作成

注 –この作業は、クラスタファイルシステムのない VxVMを使用している場合にだけ
実行してください。

VxVMをクラスタファイルシステムなしで使用している場合、VxVMには、Oracle
Parallel Server/Real Application Clustersデータベースで使用するための共有ディス
クグループが必要です。

始める前に
Oracle Parallel Server/Real Application Clustersデータベース用の VxVM共有ディス
クグループを作成する前に、以下の点に注意してください。

� 共有ディスクグループをクラスタを備えたクラスタデバイスグループとして登録し
ないでください。

� 共有ディスクグループを使用するのは、rawデータファイルだけなので、この
ディスクグループ内にファイルシステムを作成しないでください。

� ボリュームを gen使用タイプとして作成します。

� 共有ディスクグループに追加するディスクは、すべてのクラスタノードに直接接続
する必要があります。

� VxVMライセンスが現在有効な状態であるかを確認します。ライセンスの期限が
切れている場合は、ノードにパニックが起こります。
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� Oracle Parallel Server/Real Application Clusters
データベース用の VxVM共有ディスクグループを
作成する
� VxVM共有ディスクグループ作成用に提供されている VERITASコマンドを使用
します。

VxVM共有ディスクグループについては、VxVMのマニュアルを参照してくださ
い。

次に進む手順
Oracle Parallel Server/Real Application Clustersデータベース用の共有ディスクグ
ループを作成したら、41ページの「Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersの登録および設定」に進んで Sun Cluster Support
for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersを登録し、設定してください。
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第 2章

Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersの管
理

この章では、Sun Clusterノード上の Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersの管理について説明します。この章では、次の手順
について説明します。

� 42ページの「Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application
Clustersをクラスタ用に登録して設定する」

� 44ページの「選択したノード用に Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersを登録して設定する」

� 46ページの「クラスタから Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real
Application Clustersを削除する」

� 48ページの「選択されたノードから Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersを削除する」

� 49 ページの「 scrgadm ユーティリティを使って RAC フレームワークリソースグ
ループを作成する」

� 52 ページの「 scrgadm ユーティリティを使って、RAC フレームワークリソース
グループにノードを追加する」

� 53 ページの「 scrgadm ユーティリティを使って RAC フレームワークリソースグ
ループを削除する」

� 55ページの「scrgadmユーティリティを使って RACフレームワークリソースグ
ループからノードを削除する」

� 59ページの「リソースが使用不可の場合にだけ調整可能な拡張プロパティを変更す
る」
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Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersの管理
作業の概要
次の表は、管理作業の概要を説明し、作業を実行するための詳細な手順の参照個所を
示しています。

表 2–1作業マップ: Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clusters
の管理

作業 参照個所

Sun Cluster Support for Oracle
Parallel Server/Real Application
Clustersの登録と設定

41ページの「Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersの登録および設定」

Oracleリレーショナルデータベース
管理システム (RDBMS)ソフト
ウェアのインストールと Oracleデー
タベースの作成

Oracle Parallel Server/Real Application Clustersのイン
ストールマニュアル

Sun Cluster Support for Oracle
Parallel Server/Real Application
Clusters拡張プロパティの調整

56ページの「Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersの調整」

クラスタをアップグレードして新
バージョンの Sun Clusterを使用す
るための Sun Cluster Support for
Oracle Parallel Server/Real
Application Clustersのアップグレー
ド

『 Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS
版)』の「Sun Clusterソフトウェアのアップグレード」

42ページの「Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersをクラスタ用に登録
して設定する」

Sun Cluster Support for Oracle
Parallel Server/Real Application
Clustersのトラブルシューティング
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Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersの登録
および設定
Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersを登録して
設定することにより、 Sun Clusterコマンドを使用してこのサポートを管理できま
す。

以下のエンティティに対して、Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real
Application Clustersを登録して設定できます。

� クラスタ。詳細は、42ページの「Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersをクラスタ用に登録して設定する」を参照して
ください。

� クラスタ内の選択したノード。詳細は、44ページの「選択したノード用に Sun
Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersを登録して設
定する」を参照してください。

RACフレームワークリソースグループの概要
Real Application Clusters (RAC)フレームワークリソースグループにより、Sun
Clusterコマンドを使って、Oracle Parallel Server/Real Application Clustersを管理で
きます。このリソースグループには、以下のシングルインスタンスのリソースタイプ
のインスタンスが含まれています。

� Sun Clusterコマンドを使って、Oracle Parallel Server/Real Application Clusters
を管理できるようにするフレームワークを表す SUNW.rac_framework

� Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersの UNIX
Distributed Lock Manager (Oracle UDLM)コンポーネントを表す
SUNW.rac_udlm

さらに、RACフレームワークリソースグループには、使用しているストレージ管理ス
キーマを表すシングルインスタンスのリソースタイプのインスタンスが含まれます。

� クラスタ機能を備えた VxVM は、 SUNW.rac_cvm リソースタイプで表されま
す。

� ハードウェア RAIDサポートは、SUNW.rac_hwraidリソースタイプで表されま
す。

� クラスタファイルシステムは、リソースタイプでは表されません。
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注 – RACフレームワークリソースグループ用に定義されたリソースタイプでは、
Resource Group Manager (RGM)で Oracle Parallel Server/Real Application Clusters
のインスタンスを管理できません。

scsetup または scrgadmを使用するかの決定
以下の手順は、scsetup(1M)ユーティリティを使って、Sun Cluster Support for
Oracle Parallel Server/Real Application Clusters用のリソースを構成する方法を説明
しています。 scsetupユーティリティにより、Sun Cluster Support for Oracle
Parallel Server/Real Application Clusters用のリソースをインタラクティブに設定
し、コマンドの構文エラーまたは脱落による設定エラーの可能性を少なくすることが
できます。 scsetupユーティリティは、必要なリソースがすべてクラスタノードに
インストールされたソフトウェアの基づいて作成されるようにします。

注 – scrgadm(1M)ユーティリティを使って、Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clusters用のリソースを設定する方法については、49ページ
の「scrgadmユーティリティを使用した RACフレームワークリソースグループの作
成、変更、および削除」を参照してください。

� Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersをクラスタ用に
登録して設定する
Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersをクラスタ
用に登録および設定すると、RACフレームワークリソースグループが作成されます。

この手順を実行する前に、必要な Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real
Application Clustersソフトウェアパッケージが各ノード上にインストールされている
ことを確認してください。必要なソフトウェアパッケージは、使用しているストレー
ジ管理スキーマによって異なります。詳細は、31ページの「Sun Cluster Support for
Oracle Parallel Server/Real Application Clustersパッケージのインストール」を参照
してください。

1. スーパーユーザーになります。

2. 1つのノードからだけ、RACフレームワークリソースグループを作成します。
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注 –以下の手順は、scsetupユーティリティを使って、この操作を実行する方法
を説明しています。 scrgadmユーティリティを使ってこの操作を実行する方法に
ついては、49 ページの「 scrgadm ユーティリティを使って RAC フレームワーク
リソースグループを作成する」を参照してください。

a. scsetupユーティリティを起動します。

# scsetup

scsetupのメインメニューが表示されます。

b. データサービスのオプションに対応する番号を入力します。

Data Servicesメニューが表示されます。

c. Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersを
設定するためのオプションに対応する番号を入力します。

Sun Cluster Support for Oracle RACメニューが表示されます。

d. RACフレームワークリソースグループを作成するためのオプションに対応する
番号を入力します。

scsetupユーティリティによってSun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersパッケージがインストールされているクラス
タノードのリストが表示されます。 scsetup ユーティリティからこれらの
ノードに RACフレームワークリソースグループが作成されることを確認する
ように求められます。

e. scsetupユーティリティがリストされたノード上にRACフレームワークリ
ソースグループを作成することを確認するには、yと入力します。

scsetupユーティリティは、RACフレームワークリソースグループおよびこ
のリソースグループに含まれるリソースをリストされたノード上に作成しま
す。

注 –リソースプロパティの値がデフォルト値から変更された場合、scsetup
ユーティリティは、このプロパティをscsetupユーティリティが作成するリ
ソースの変更された値に設定します。

3. RACフレームワークリソースグループおよびそのリソースがオンラインであるか
どうかを調べます。

scstat(1M)ユーティリティを使用します。確認するリソースグループは、
rac-framework-rgという名前です。 scsetupユーティリティは、リソースグ
ループを作成するときに自動的にこの名前を割り当てます。

# scstat -g
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� RACフレームワークリソースグループとそのリソースがオンラインの場合、こ
れ以上の操作は不要です。

� RACフレームワークリソースグループとそのリソースがオンラインでない場
合、これらをオンラインにします。

# scswitch -Z -g rac-framework-rg

-Z リソースとモニターを使用可能にし、リソースグ
ループを管理状態にし、オンラインにします。

-g rac-framework-rg 管理状態に移行し、オンラインになるリソースグ
ループが rac-framework-rgであるように指定
します。

次の作業
Oracle RDBMSソフトウェアのインストールと Oracleデータベースの作成について
は、Oracle Parallel Server/Real Application Clustersのインストールマニュアルを参
照してください。

� 選択したノード用に Sun Cluster Support for
Oracle Parallel Server/Real Application Clustersを
登録して設定する
Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersを選択した
ノード用に登録および設定すると、RACフレームワークリソースグループにノードが
追加されます。

この手順は、次のような場合に実行してください。

� クラスタにノードを追加していて、それらのノード上で Sun Cluster Support for
Oracle Parallel Server/Real Application Clustersを実行したい場合。

� クラスタ内のノードのサブセット上だけで Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersを実行したい場合。

この手順を実行する前に、必要な Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real
Application Clustersソフトウェアパッケージが各ノード上にインストールされている
ことを確認してください。必要なソフトウェアパッケージは、使用しているストレー
ジ管理スキーマによって異なります。詳細は、31ページの「Sun Cluster Support for
Oracle Parallel Server/Real Application Clustersパッケージのインストール」を参照
してください。

1. スーパーユーザーになります。

2. RACフレームワークリソースグループにノードを追加します。
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注 –以下の手順は、scsetupユーティリティを使って、この操作を実行する方法
を説明しています。 scrgadmユーティリティを使ってこの操作を実行する方法に
ついては、52 ページの「 scrgadm ユーティリティを使って、RAC フレームワー
クリソースグループにノードを追加する」を参照してください。

a. scsetupユーティリティを起動します。

# scsetup

b. データサービスのオプションに対応する番号を入力します。

Data Servicesメニューが表示されます。

c. Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersを
設定するためのオプションに対応する番号を入力します。

Sun Cluster Support for Oracle RACメニューが表示されます。

d. RACフレームワークリソースグループにノードを追加するためのオプションに
対応する番号を入力します。

scsetupユーティリティは次のように応答します。

� RACフレームワークリソースグループに追加できるノードのリストが表示
されます。このリストには、 Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersパッケージがインストールされているクラ
スタノードが含まれますが、このノード上には、RACフレームワークリ
ソースグループは存在しません。

� scsetupユーティリティにより、追加するノードのリストの入力を求める
プロンプトが表示されます。

e. RACフレームワークリソースグループに追加するノードのコンマで区切ったリ
ストを入力します。

3. RACフレームワークリソースグループおよびそのリソースをオンラインにしま
す。

# scswitch -Z -g rac-framework-rg

-Z リソースとモニターを使用可能にし、リソースグ
ループを管理状態にし、オンラインにします。

-g rac-framework-rg 管理状態に移行し、オンラインになるリソースグ
ループが rac-framework-rgであるように指定し
ます。
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次に進む手順
Oracle RDBMSソフトウェアのインストールと Oracleデータベースの作成について
は、Oracle Parallel Server/Real Application Clustersのインストールマニュアルを参
照してください。

Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersの削除
Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersを削除する
と、このリソースグループから RACフレームワークリソースグループが削除される
か、またはノードが削除されます。

� クラスタから Sun Cluster Support for Oracle
Parallel Server/Real Application Clustersを削除す
る
このタスクを実行するために scsetupユーティリティまたは scrgadmユーティリ
ティを実行するクラスタノードは、クラスタモードで起動する必要があります。

1. クラスタの1つのノード上で、スーパーユーザーになります。

2. RACフレームワークリソースグループを削除します。

注 –以下の手順は、scsetupユーティリティを使って、この操作を実行する方法
を説明しています。 scrgadmユーティリティを使ってこの操作を実行する方法に
ついては、53 ページの「 scrgadm ユーティリティを使って RAC フレームワーク
リソースグループを削除する」を参照してください。

a. scsetupユーティリティを起動します。

# scsetup

scsetupのメインメニューが表示されます。

b. データサービスのオプションに対応する番号を入力します。

Data Servicesメニューが表示されます。
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c. Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersを
設定するためのオプションに対応する番号を入力します。

Sun Cluster Support for Oracle RACメニューが表示されます。

d. RACフレームワークリソースグループを削除するためのオプションに対応する
番号を入力します。

scsetupユーティリティによって RACフレームワークリソースグループが存
在するクラスタノードのリストが表示されます。 scsetup ユーティリティか
らこれらのノードから RACフレームワークリソースグループを削除すること
を確認するように求められます。

e. scsetupユーティリティがリストされたノードから RACフレームワークリ
ソースグループを削除することを確認するには、yと入力します。

scsetupユーティリティは、RACフレームワークリソースグループおよびこ
のリソースグループに含まれるリソースをリストされたノード上から削除しま
す。

3. クラスタ内の各ノードを非クラスタモードで起動します。

4. クラスタ内の各ノードから、使用しているストレージ管理スキーマ用の Sun
Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersソフト
ウェアパッケージをアンインストールします。

� クラスタ機能を備えた VxVMを使用している場合は、次のコマンドを入力しま
す。

# pkgrm SUNWscucm SUNWudlm SUNWudlmr SUNWcvmr SUNWcvm

� ハードウェア RAIDサポートを使用している場合は、次のコマンドを入力しま
す。

# pkgrm SUNWscucm SUNWudlm SUNWudlmr SUNWschwr

� クラスタファイルシステムを使用している場合は、次のコマンドを入力しま
す。

# pkgrm SUNWscucm SUNWudlm SUNWudlmr

注 –クラスタをリブートしたときに、UCMM (userland cluster membership
monitor)デーモン ucmmdが起動するのを防ぐには、Sun Cluster Support for
Oracle Parallel Server/Real Application Clustersソフトウェアパッケージをアンイ
ンストールする必要があります。
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� 選択されたノードから Sun Cluster Support for
Oracle Parallel Server/Real Application Clustersを
削除する
1. スーパーユーザーになります。

2. Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersを削除
するノードを非クラスタモードで起動します。

3. RACフレームワークリソースグループからノードを削除します。

注 –以下の手順は、scsetupユーティリティを使って、この操作を実行する方法
を説明しています。 scrgadmユーティリティを使ってこの操作を実行する方法に
ついては、55ページの「scrgadmユーティリティを使って RACフレームワーク
リソースグループからノードを削除する」を参照してください。

a. scsetupユーティリティを起動します。

# scsetup

b. データサービスのオプションに対応する番号を入力します。

Data Servicesメニューが表示されます。

c. Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersを
設定するためのオプションに対応する番号を入力します。

Sun Cluster Support for Oracle RACメニューが表示されます。

d. RACフレームワークリソースグループからノードを削除するためのオプション
に対応する番号を入力します。

scsetupユーティリティは次のように応答します。

� RACフレームワークリソースグループ内のノードのリストが表示されま
す。

� scsetupユーティリティにより、削除するノードのリストの入力を求める
プロンプトが表示されます。

e. RACフレームワークリソースグループから削除するノードのコンマで区切った
リストを入力します。

4. (省略可能)削除した各ノードから、使用しているストレージ管理スキーマ用の Sun
Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersソフト
ウェアパッケージをアンインストールします。

� クラスタ機能を備えた VxVMを使用している場合は、次のコマンドを入力しま
す。
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# pkgrm SUNWscucm SUNWudlm SUNWudlmr SUNWcvmr SUNWcvm

� ハードウェア RAIDサポートを使用している場合は、次のコマンドを入力しま
す。

# pkgrm SUNWscucm SUNWudlm SUNWudlmr SUNWschwr

� クラスタファイルシステムを使用している場合は、次のコマンドを入力しま
す。

# pkgrm SUNWscucm SUNWudlm SUNWudlmr

scrgadmユーティリティを使用した
RACフレームワークリソースグループ
の作成、変更、および削除
scrgadmユーティリティにより、スクリプトを使って、RACフレームワークリソー
スグループを作成、変更および削除できます。このプロセスを自動化することによ
り、同じ設定情報をクラスタ内の多数のノードに配布する時間が短縮されます。

注 – scsetupユーティリティを使って、RACフレームワークリソースを作成、変
更、または削除する手順については、41ページの「Sun Cluster Support for Oracle
Parallel Server/Real Application Clustersの登録および設定」および46ページ
の「Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersの削
除」を参照してください。 scsetupユーティリティを使うことにより、コマンドの
構文エラーまたは脱落による設定エラーが起きる可能性が少なくなります。

� scrgadm ユーティリティを使って RAC フレーム
ワークリソースグループを作成する
1. クラスタの1つのノード上で、スーパーユーザーになります。

2. スケーラブルリソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g resource-group \
-y nodelist=nodelist \
-y maximum_primaries=num-in-list \
-y desired_primaries=num-in-list \

-y RG_mode=Scalable
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-g resource-group
リソースグループに割り当てる名前を指定します。

-y nodelist= nodelist
Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersを使用
可能にするクラスタノードのコンマで区切ったリストを指定します。 Sun
Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersソフト
ウェアパッケージは、このリストの各ノードにインストールする必要がありま
す。

-y maximum_primaries= num-in-list
Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersを使用
可能にするノードの番号を指定します。この番号は、nodelist内の番号と同じで
なければなりません。

-y desired_primaries= num-in-list
Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersを使用
可能にするノードの番号を指定します。この番号は、nodelist内の番号と同じで
なければなりません。

-y RG_mode=Scalable
このリソースグループがスケーラブルであることを指定します。

3. SUNW.rac_frameworkリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.rac_framework

4. SUNW.rac_frameworkリソースタイプのインスタンスを手順 2で作成したリ
ソースグループに追加します。

# scrgadm -a -j fmwk-resource \
-g resource-group \

-t SUNW.rac_framework

-j fmwk-resource SUNW.rac_frameworkリソースに割り当てる名前を指定し
ます。

-g resource-group リソースを追加するリソースグループを指定します。このリ
ソースグループは、手順 2で作成したリソースグループでな
ければなりません。

5. SUNW.rac_udlmリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.rac_udlm

6. SUNW.rac_udlmリソースタイプのインスタンスを手順 2で作成したリソースグ
ループに追加します。

このインスタンスが、手順 4 で作成した SUNW.rac_framework リソースに基づ
いていることを確認します。

# scrgadm -a -j udlm-resource \
-g resource-group \
-t SUNW.rac_udlm \
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-y resource_dependencies=fmwk-resource

-j udlm-resource
SUNW.rac_udlmリソースに割り当てる名前を指定します。

-g resource-group
リソースを追加するリソースグループを指定します。このリソースグループ
は、手順 2で作成したリソースグループでなければなりません。

-y resource_dependencies= fmwk-resource
このインスタンスが、手順 4 で作成した SUNW.rac_framework リソースに基
づくように指定します。

7. 使用しているストレージ管理スキーマに必要なリソースタイプのインスタンスを登
録して追加します。

� クラスタ機能を備えた VxVMを使用している場合は、SUNW.rac_cvmリソー
スタイプのインスタンスを手順 2で作成したリソースグループに追加します。

このインスタンスが、手順 4で作成した rac_frameworkリソースに基づいて
いることを確認します。

# scrgadm -a -t SUNW.rac_cvm

# scrgadm -a -j cvm-resource \
-g resource-group \
-t SUNW.rac_cvm \

-y resource_dependencies=fmwk-resource

-j cvm-resource
SUNW.rac_cvmリソースに割り当てる名前を指定します。

-g resource-group
リソースを追加するリソースグループを指定します。このリソースグループ
は、手順 2で作成したリソースグループでなければなりません。

-y resource_dependencies= fmwk-resource
このインスタンスが、手順 4 で作成した SUNW.rac_framework リソース
に基づくように指定します。

� ハードウェア RAIDサポートを使用している場合は、SUNW.rac_hwraidリ
ソースタイプのインスタンスを手順 2で作成したリソースグループに登録して
追加します。

このインスタンスが、手順 4で作成した rac_frameworkリソースに基づいて
いることを確認します。

# scrgadm -a -t SUNW.rac_hwraid

# scrgadm -a -j raid-resource \
-g resource-group \
-t SUNW.rac_hwraid \

-y resource_dependencies=fmwk-resource

-j raid-resource
SUNW.rac_hwraidリソースに割り当てる名前を指定します。
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-g resource-group
リソースを追加するリソースグループを指定します。このリソースグループ
は、手順 2で作成したリソースグループでなければなりません。

-y resource_dependencies= fmwk-resource
このインスタンスが、手順 4 で作成した SUNW.rac_framework リソース
に基づくように指定します。

� クラスタファイルシステムを使用している場合は、このストレージ管理スキー
マを表すリソースインスタンスは必要ありません。

8. RACフレームワークリソースグループおよびそのリソースをオンラインにしま
す。

# scswitch -Z -g resource-group

-Z リソースとモニターを使用可能にし、リソースグループを管
理状態にし、オンラインにします。

-g resource-group 手順 2で作成したリソースグループが管理状態に移行し、オ
ンラインになるように指定します。

� scrgadm ユーティリティを使って、RAC フレー
ムワークリソースグループにノードを追加する
この手順は、クラスタ用にすでに RACフレームワークリソースグループが作成され
ていることを前提にしています。

1. クラスタの1つのノード上で、スーパーユーザーになります。

2. RACフレームワークリソースグループの場合、以下のノードを含むノードリスト
を指定します。

� Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersがす
でに使用可能になっているノード。

� RACフレームワークリソースグループに追加しているノード。

# scrgadm -c -g resource-group \
-y nodelist=nodelist \
-y maximum_primaries=num-in-list \

-y desired_primaries=num-in-list

-g resource-group
ノードを追加する RACフレームワークリソースグループの名前を指定します。
このリソースグループが scsetupユーティリティを使って作成された場合、リ
ソースグループの名前は、rac-framework-rgです。

-y nodelist= nodelist
Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersがすで
に使用可能になっているクラスタノードおよびRACフレームワークリソースグ
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ループに追加するノードのコンマで区切ったリストを指定します。 Sun Cluster
Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersソフトウェア
パッケージは、このリストの各ノードにインストールする必要があります。

-y maximum_primaries= num-in-list
Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersを使用
可能にするノードの番号を指定します。この番号は、nodelist内の番号と同じで
なければなりません。

-y desired_primaries= num-in-list
Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersを使用
可能にするノードの番号を指定します。この番号は、nodelist内の番号と同じで
なければなりません。

3. RACフレームワークリソースグループおよびそのリソースをオンラインにしま
す。

# scswitch -Z -g resource-group

-Z リソースとモニターを使用可能にし、リソースグループを管
理状態にし、オンラインにします。

-g resource-group 管理状態に移行し、オンラインになる RACフレームワーク
リソースグループの名前を指定します。このリソースグルー
プが scsetupユーティリティを使って作成された場合、リ
ソースグループの名前は、rac-framework-rgです。

� scrgadm ユーティリティを使って RAC フレーム
ワークリソースグループを削除する
RACフレームワークリソースグループに含まれるリソースは、「41ページの「RAC
フレームワークリソースグループの概要」」に記載されています。 RACフレーム
ワークリソースグループがscsetupユーティリティによって作成されている場合は、
scsetupが下の表に示すようにリソースに名前を割り当てます。

表 2–2 scsetupによって RACフレームワークリソースに割り当てられる名前

リソースタイプ リソース名

SUNW.rac_cvm rac_cvm

SUNW.rac_hwraid rac_hwraid

SUNW.rac_udlm rac_udlm

SUNW.rac_framework rac_framework

1. クラスタの1つのノード上で、スーパーユーザーになります。
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2. RACフレームワークリソースグループに含まれる各リソースを使用不可にしま
す。

必ず RACフレームワークリソースグループに含まれる他のすべてのリソースを使
用不可にしてから SUNW.rac_framework リソースのインスタンスを使用不可に
してください。 RACフレームワークリソースグループ内の他のリソースは、
SUNW.rac_frameworkに依存しています。

# scswitch -n -j resource

-j resource 使用不可にするリソースの名前を指定します。このリソースが、
scsetupユーティリティを使って作成された場合、名前は表 2–2
に示すようにリソースタイプによって異なります。

3. 手順 2で使用不可にした各リソースを削除します。

必ず RACフレームワークリソースグループに含まれる他のすべてのリソースを削
除してから SUNW.rac_framework リソースのインスタンスを削除してくださ
い。 RACフレームワークリソースグループ内の他のリソースは、
SUNW.rac_frameworkに依存しています。

# scrgadm -r -j resource

-j resource 削除するリソースの名前を指定します。このリソースが、
scsetupユーティリティを使って作成された場合、名前は表 2–2
に示すようにリソースタイプによって異なります。

4. 手順 3で削除した各リソースのリソースタイプの登録を解除します。

# scrgadm -r -t resource-type

-t resource-type 登録を解除するリソースタイプの名前を指定します。このリ
ソースタイプは、リソースグループが作成されたときに RAC
フレームワークリソースグループに登録されています。 RAC
フレームワークリソースグループに含まれるリソースは、「
41ページの「RACフレームワークリソースグループの概
要」」に記載されています。

5. RACフレームワークリソースグループを削除します。

# scrgadm -r -g resource-group

-g resource-group 削除するRACフレームワークリソースグループの名前を指
定します。このリソースグループが scsetupユーティリ
ティを使って作成された場合、リソースグループの名前は、
rac-framework-rgです。

例 2–1 scrgadmユーティリティを使った RACフレームワークリソースグループの削除

# scswitch -n -j rac_cvm
# scswitch -n -j rac_udlm
# scswitch -n -j rac_framework
# scrgadm -r -j rac_cvm
# scrgadm -r -j rac_udlm
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例 2–1 scrgadmユーティリティを使った RACフレームワークリソースグループの削除
(続き)

# scrgadm -r -j rac_framework
# scrgadm -r -t SUNW.rac_cvm
# scrgadm -r -t SUNW.rac_udlm
# scrgadm -r -t SUNW.rac_framework

# scrgadm -r -g rac-framework-rg

この例は、scsetupユーティリティを使って作成された RACフレームワークリソー
スグループを削除するために必要なコマンドを示しています。このリソースグループ
が削除されたクラスタは、VxVMボリュームマネージャを使用しています。

注 – RACフレームワークリソースグループを削除した後、各クラスタノードを非クラ
スタモードで起動して、Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real
Application Clustersソフトウェアパッケージをアンインストールする必要がありま
す。詳細は、 46ページの「クラスタから Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersを削除する」を参照してください。

� scrgadmユーティリティを使って RACフレーム
ワークリソースグループからノードを削除する
1. クラスタの1つのノード上で、スーパーユーザーになります。

2. Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersを削除
するノードを非クラスタモードで起動します。

3. RACフレームワークリソースグループの場合、RACフレームワークリソースグ
ループに残るノードだけを含むノードリストを指定します。

このノードリストには、削除するノードは含めないでください。

# scrgadm -c -g resource-group \
-y nodelist=nodelist \
-y maximum_primaries=num-in-list \

-y desired_primaries=num-in-list

-g resource-group
ノードを削除するRACフレームワークリソースグループの名前を指定します。
このリソースグループが scsetupユーティリティを使って作成された場合、リ
ソースグループの名前は、rac-framework-rgです。

-y nodelist= nodelist
RACフレームワークリソースグループに残るクラスタノードのコンマで区
切ったリストを指定します。このノードリストには、削除するノードは含めな
いでください。
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-y maximum_primaries= num-in-list
Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersを使用
可能にするノードの番号を指定します。この番号は、nodelist内の番号と同じで
なければなりません。

-y desired_primaries= num-in-list
Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersを使用
可能にするノードの番号を指定します。この番号は、nodelist内の番号と同じで
なければなりません。

注 – RACフレームワークリソースグループからノードを削除した後、必要に応じて削
除したノードから Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application
Clustersソフトウェアパッケージをアンインストールできます。詳細は、48ページ
の「選択されたノードから Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real
Application Clustersを削除する」を参照してください。

Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersの調整
Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersを調整する
には、RACフレームワークリソースグループ内のリソースの拡張プロパティを変更し
ます。これらの拡張プロパティの詳細については、付録Aを参照してください。通
常、Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersリソー
スを作成するときには、コマンドライン scrgadm -x parameter =value を使って、拡
張プロパティを設定します。『 Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS
版)』の「データサービスリソースの管理」で説明されている手順を使用して、これら
のプロパティをあとで構成することもできます。

タイムアウト設定のガイドライン
Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clusters用の拡張プ
ロパティの多くは、再構成プロセスのステップにタイムアウトを指定しています。こ
れらのタイムアウトのほとんどの最適値は、使用するクラスタ構成には依存しませ
ん。したがって、タイムアウトをデフォルト値から変更する必要はありません。

使用するクラスタ構成に依存するタイムアウトについては、以下に説明します。再構
成プロセス中にタイムアウトが発生した場合は、これらのタイムアウトプロパティの
値をクラスタ構成に適合するように増やしてください。
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VxVMコンポーネントの再構成ステップ 4タイムアウト
Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersの VxVMコ
ンポーネントの再構成ステップ 4に必要な時間は、VERITAS共有ディスクのグループ
構成のサイズと複雑さに影響されます。使用する VERITAS共有ディスクグループ構
成が大きいかまたは複雑で、VxVMコンポーネントの再構成がタイムアウトする場合
は、VxVMコンポーネントの再構成ステップ 4のタイムアウト値を増やしてくださ
い。

VxVMコンポーネントの再構成ステップ 4のタイムアウト値を増やすには、
SUNW.rac_cvmリソースの Cvm_step4_timeout拡張プロパティの値を増やしま
す。

SUNW.rac_cvm リソースタイプの拡張プロパティについて詳しくは、表 A–2 を参照
してください。

例 2–2 VxVMコンポーネント再構成ステップ 4のタイムアウトの設定

# scrgadm -c -j rac_cvm -x cvm_step4_timeout=1200

この例では、VxVMコンポーネントの再構成ステップ 4のタイムアウト値を 1200秒
に設定します。この例では、VxVMコンポーネントが、rac_cvmという名前の
SUNW.rac_cvmリソースタイプのインスタンスで表されるものと想定しています。

予約ステップのタイムアウト
予約コマンドを実行するために必要な時間は以下の要因に影響されます。

� クラスタ内の共有物理ディスクの数
� クラスタ上の負荷

クラスタ内の共有物理ディスクの数が多い場合、またはクラスタの負荷が大きい場
合、Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersの再構
成がタイムアウトする可能性があります。このようなタイムアウトが発生する場合
は、予約ステップのタイムアウト値を増やしてください。

予約ステップのタイムアウト値を増やすには、使用するストレージ管理スキーマ用の
適切なリソースの Reservation_timeout 拡張プロパティを増やします。

ストレージ管理スキーマ リソース

クラスタ機能を備えた VxVM SUNW.rac_cvm

ハードウェア RAIDサポート SUNW.rac_hwraid
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注 –クラスタファイルシステムを使用している場合は、予約ステップのタイムアウト
は提供できません。

これらのリソースタイプの拡張プロパティの詳細は、以下をご覧ください。

� SUNW.rac_cvmリソースタイプについては、表A–2を参照してください。
� SUNW.rac_hwraidリソースタイプについては、表A–3を参照してください。

例 2–3予約ステップのタイムアウトの設定

# scrgadm -c -j rac_hwraid -x reservation_timeout=350

この例では、Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clusters
の再構成の予約ステップのタイムアウト値を 350秒に設定します。この例では、クラ
スタはハードウェア RAIDサポートを使用しています。この例では、ハードウェア
RAIDコンポーネントが、rac_hwraidという名前の SUNW.rac_hwraidリソースタ
イプのインスタンスで表されるものと想定しています。

Oracle UDLMの通信ポート範囲設定のガイドライ
ン
クラスタノード上の Oracle UDLM以外のアプリケーションでは、Oracle UDLMの範
囲と競合する通信ポートの範囲を使用する可能性があります。このような競合が発生
する場合は、Oracle UDLMで使用する通信ポートの範囲を変更してください。

Oracle UDLM で使用する通信ポートの範囲は、SUNW.rac_udlm リソースタイプの
以下の拡張プロパティの値によって決まります。

� Port 。 Oracle UDLM で使用する通信ポートの番号を指定します。 Oracle
UDLMで使用する通信ポート番号の範囲内の最初の番号は、Portの値です。

� Num_ports。 Oracle UDLM で使用する通信ポートの番号を指定します。 Oracle
UDLMで使用する通信ポート番号の範囲内の最後の数字は、Portおよび
Num_ports の値の合計です。

SUNW.rac_udlm リソースタイプの拡張プロパティの詳細については、表 A–1 を参
照してください。

例 2–4 Oracle UDLMの通信ポート番号の設定

# scrgadm -c -j rac_udlm -x port=7000

この例では、Oracle UDLMで使用する通信ポート番号を 7000に設定しています。次
の仮定がこの例に当てはまります。

� Oracle UDLM コンポーネントは、 rac_udlm という名前の SUNW.rac_udlm リ
ソースタイプのインスタンスによって表されます。
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例 2–4 Oracle UDLMの通信ポート番号の設定 (続き)

� この例のコマンドは、使用不可の場合にだけ調整可能な拡張プロパティの変更手順
の一部として実行されます。詳細は、59ページの「リソースが使用不可の場合に
だけ調整可能な拡張プロパティを変更する」を参照してください。

� リソースが使用不可の場合にだけ調整可能な拡張
プロパティを変更する
リソースが使用不可の場合にだけ調整可能な拡張プロパティを変更できる状況には制
限が適用されます。このような状況は、以下のリソースタイプに依存しています。

� SUNW.rac_udlm – Oracle UDLMがクラスタノード上で実行されていない場合の
み

� SUNW.rac_cvm – VxVMが任意のクラスタノード上でクラスタモードで実行され
ていない場合のみ

1. RACフレームワークリソースグループに含まれる各リソースを使用不可にし、
RACフレームワークリソースグループを非管理状態にします。

必ず RACフレームワークリソースグループに含まれる他のすべてのリソースを使
用不可にしてから SUNW.rac_framework リソースのインスタンスを使用不可に
してください。 RACフレームワークリソースグループ内の他のリソースは、
SUNW.rac_frameworkリソースに依存しています。

詳細な手順については、『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)
』の「リソースを無効にし、そのリソースグループを UNMANAGED状態にする」を
参照してください。

2. RACフレームワークリソースグループのノードリスト内のすべてのノードをリ
ブートします。

3. scrgadmユーティリティを使って、プロパティを新しい値に設定します。

# scrgadm -c -j resource -x property=value

-j resource 拡張プロパティを変更するリソースの名前を指定します。このリ
ソースが、scsetupユーティリティを使って作成された場合、名
前は表 2–2に示すようにリソースタイプによって異なります。

property 変更する拡張プロパティの名前を指定します。

value 拡張プロパティの新しい名前です。

4. RACフレームワークリソースグループおよびそのリソースをオンラインにしま
す。

# scswitch -Z -g resource-group

-Z リソースとモニターを使用可能にし、リソースグループを管
理状態にし、オンラインにします。
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-g resource-group 管理状態に移行し、オンラインになる RACフレームワーク
リソースグループの名前を指定します。このリソースグルー
プが scsetupユーティリティを使って作成された場合、リ
ソースグループの名前は、rac-framework-rgです。
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第 3章

Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersでの
問題の解決

Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersで問題が起
きた場合は、以下の各節で説明するテクニックを使って問題を解決してください。

� 61ページの「Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application
Clustersの状態の確認」

� 64ページの「診断情報の情報源」
� 64ページの「よくある問題と解決方法」

Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersの状態
の確認
状態 SUNW.rac_frameworkリソースは、Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersの状態を表します。 Sun Clusterシステム管理ツー
ル scstat(1M)により、このリソースの状態を取得できます。

� Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersの状態を確認す
る
1. スーパーユーザーになります。

2. 次のコマンドを入力します。

# scstat -g
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次の例は、障害のある RACフレームワークリソースグループの状態を示していま
す。

例 3–1障害のある RACフレームワークリソースグループの状態

-- Resource Groups and Resources --

Group Name Resources
---------- ---------

Resources: rac-framework-rg rac_framework rac_udlm rac_cvm

-- Resource Groups --

Group Name Node Name State
---------- --------- -----

Group: rac-framework-rg node1 Online faulted
Group: rac-framework-rg node2 Online

-- Resources --

Resource Name Node Name State Status Message
------------- --------- ----- --------------

Resource: rac_framework node1 Start failed Degraded - reconfiguration in progress
Resource: rac_framework node2 Online Online

Resource: rac_udlm node1 Offline Unknown - RAC framework is running
Resource: rac_udlm node2 Online Online

Resource: rac_cvm node1 Offline Unknown - RAC framework is running

Resource: rac_cvm node2 Online Online

この例は、次の 2つのノード構成の Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersの RACフレームワークリソースグループ内のリ
ソースの状態を示しています。

� この構成には、rac-framework-rgという名前の RACフレームワークリソース
グループが含まれます。

� rac-framework-rgリソースグループには以下のリソースが含まれます。

� rac_frameworkという名前の SUNW.rac_frameworkリソースタイプのイン
スタンス

� rac_udlmという名前の SUNW.rac_udlmリソースタイプのインスタンス
� rac_cvmという名前の SUNW.rac_cvmリソースタイプのインスタンス

この例では、以下の状態情報を提供しています。

� 設定エラーにより、クラスタノード node1 上の rac_framework リソースを開
始できませんでした。

� クラスタノード node1上の他のエンティティに対するこの設定エラーの影響は、
次のとおりです。

62 Sun Cluster Data Service for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersガイド (Solaris OS版) • 2004年 4月,
Revision A



例 3–1障害のある RACフレームワークリソースグループの状態 (続き)

� rac-framework-rgリソースグループはオンラインですが、障害が発生して
います。

� rac_udlmリソースおよび rac_cvmリソースはオフラインです。

� rac-framework-rgリソースグループおよびクラスタノード node2上のすべて
のリソースはオンラインです。

下の例は、正しく動作している RACフレームワークリソースグループの状態を示し
ています。

例 3–2正しく動作している RACフレームワークリソースグループの状態

-- Resource Groups and Resources --

Group Name Resources
---------- ---------

Resources: rac-framework-rg rac_framework rac_udlm rac_cvm

-- Resource Groups --

Group Name Node Name State
---------- --------- -----

Group: rac-framework-rg node1 Online
Group: rac-framework-rg node2 Online

-- Resources --

Resource Name Node Name State Status Message
------------- --------- ----- --------------

Resource: rac_framework node1 Online Online
Resource: rac_framework node2 Online Online

Resource: rac_udlm node1 Online Online
Resource: rac_udlm node2 Online Online

Resource: rac_cvm node1 Online Online

Resource: rac_cvm node2 Online Online

この例は、次の 2つのノード構成の Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersの RACフレームワークリソースグループ内のリ
ソースの状態を示しています。

� この構成には、rac-framework-rgという名前の RACフレームワークリソース
グループが含まれます。

� rac-framework-rgリソースグループには以下のリソースが含まれます。

� rac_frameworkという名前の SUNW.rac_frameworkリソースタイプのイン
スタンス

� rac_udlmという名前の SUNW.rac_udlmリソースタイプのインスタンス
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例 3–2正しく動作している RACフレームワークリソースグループの状態 (続き)

� rac_cvmという名前の SUNW.rac_cvmリソースタイプのインスタンス

この例は、この構成のすべてのリソースおよびリソースグループがオンラインである
ことを示しています。

診断情報の情報源
ディレクトリ /var/cluster/ucmm には、診断情報の以下の情報源が含まれていま
す。

� コアファイル

� 以下の情報を提供するログファイル

� UCMM (userland cluster membership monitor)再構成の詳細
� タイムアウトの設定
� UNIX Distributed Lock Manager (Oracle UDLM)によってログに記録されたイ
ベント

システムメッセージファイルには、診断情報も含まれます。

Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersで問題が発
生した場合は、これらのファイルを参照して、問題の原因に関する情報を取得してく
ださい。

よくある問題と解決方法
Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersに影響する
問題を以下に説明します。以下の各項では、問題の原因と解決方法について説明して
います。

Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersの初期化中の
ノードパニック
Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersの初期化中
に重大な問題が起きた場合、次のようなエラーメッセージと共にノードパニックが発
生します。
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panic[cpu0]/thread=40037e60: Failfast: Aborting because "ucmmd"
died 30 seconds ago
問題の原因を突き止めるには、システムメッセージファイルを調べてください。
この問題の最も一般的な原因は以下のとおりです。

� VERITAS Volume Manager (VxVM)のライセンスがないか、または失効してい
る。

� Oracle UDLMを含む ORCLudlmパッケージがインストールされていない。

� 共有メモリの容量不足のため Oracle UDLMを起動できない。
� Oracle UDLMのバージョンが Sun Cluster Support for Oracle Parallel

Server/Real Application Clustersのバージョンと互換性がない。
� 再構成ステップがタイムアウトした。

この問題を解決するには、問題の原因の適切な回復手順を実行して、パニックを起
こしたノードをリブートしてください。

タイムアウトによるノードパニック
Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersの再構成時
にステップのタイムアウトが原因でタイムアウトが発生したノードでパニックが起き
ます。

再構成ステップのタイムアウトを防ぐには、使用するクラスタ構成に基づいてタイム
アウト値を調整してください。詳細は、 56ページの「タイムアウト設定のガイドラ
イン」を参照してください。

再構成ステップがタイムアウトする場合は、scrgadmユーティリティを使って、ス
テップのタイムアウトを指定する拡張プロパティの値を増やしてください。詳細は、
付録Aを参照してください。

拡張プロパティの値を増やした後、パニックを起こしたノードをリブートします。

ucmmdデーモンの起動失敗
UCMMデーモン、 ucmmdは、Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real
Application Clustersの再構成を管理します。クラスタをブートまたはリブートする
とき、このデーモンは、Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real
Application Clustersのすべてのコンポーネントが検証された後にだけ起動されます。
ノード上のコンポーネントの検証が失敗した場合、 ucmmd はそのノード上で起動に
失敗します。

問題の原因を突き止めるには、以下のファイルを調べてください。

� UCMM再構成ログファイル /var/cluster/ucmm/ucmm_reconf.log
� システムメッセージファイル
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この問題の最も一般的な原因は以下のとおりです。

� Oracle UDLMを含む ORCLudlmパッケージがインストールされていない。

� Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersのコン
ポーネントを以前に再構成したときにエラーが発生した。

� Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersの以前の
再構成のステップがタイムアウトして、タイムアウトが起きたノードがパニックを
起こした。

この問題を解決するには、問題の原因の適切な回復手順を実行して、ucmmdの起動に
失敗したノードをリブートしてください。

SUNW.rac_frameworkリソースの起動失敗
SUNW.rac_frameworkリソースが起動に失敗する場合は、障害の原因を調べるため
にリソースの状態を確認してください。詳細は、 61ページの「Sun Cluster Support
for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersの状態を確認する」を参照してく
ださい。

起動に失敗したリソースの状態は、 Start failed と表示されています。 起動失敗
の原因を示す関連状態メッセージは、次のとおりです。

Faulted - ucmmd is not running
リソースがあるノード上でucmmdデーモンが実行されていません。この問題の解
決方法については、65ページの「ucmmdデーモンの起動失敗」を参照してくださ
い。

Degraded - reconfiguration in progress
Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersの 1つま
たは複数のコンポーネントでエラーが起きました。

設定エラーの原因を突き止めるには、以下のファイルを調べてください。

� UCMM再構成ログファイル /var/cluster/ucmm/ucmm_reconf.log
� システムメッセージファイル

構成エラーの原因を示すエラーメッセージの詳細については、『 Sun Cluster Error
Messages Guide for Solaris OS』を参照してください。

この問題を解決するには、問題を引き起こした設定エラーを修正します。次にエ
ラーの起きたコンポーネントのあるノードをリブートします。

Online
SUNW.rac_frameworkリソースの STARTメソッドがタイムアウトするまで
Oracle Parallel Server/Real Application Clustersの再構成は完了しませんでした。

この問題を修正する方法については、67ページの「STARTメソッドのタイムアウ
トから回復する」を参照してください。
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� STARTメソッドのタイムアウトから回復する
1. スーパーユーザーになります。

2. STARTメソッドがタイムアウトしたノード上で、RACフレームワークリソースグ
ループをオフラインにします。

# scswitch -z -g resource-group -h nodelist

-g resource-group RACフレームワークリソースグループの名前を指定しま
す。このリソースグループが scsetupユーティリティを
使って作成された場合、リソースグループの名前は、rac-
framework-rgです。

-h nodelist resource-groupがオンラインになっている他のクラスタノー
ドのコンマで区切ったリストを指定します。

3. Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersを実行
できるすべてのクラスタノード上で、RACフレームワーククラスタグループをオ
ンラインにします。

# scswitch -Z -g resource-group

-Z リソースとモニターを使用可能にし、リソースグループを管
理状態にし、オンラインにします。

-g resource-group 手順 2でオフラインにしたリソースグループが管理状態に移
行し、オンラインになるように指定します。

リソースの停止失敗
リソースの停止に失敗した場合、『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris
OS版)』の「リソース上の STOP_FAILEDエラーフラグのクリア」の説明にした
がって問題を修正してください。
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付録 A

Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clusters拡張
プロパティ

Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersの各リソー
スタイプに設定できる拡張プロパティは以下のとおりです。

� SUNW.rac_udlm拡張プロパティは、表A–1にリストされています。
� SUNW.rac_cvm拡張プロパティは、表A–2にリストされています。
� SUNW.rac_hwraid拡張プロパティは、表A–3にリストされています。

注 – SUNW.rac_frameworkリソースタイプには、拡張プロパティがありません。

拡張プロパティの中には動的に変更できるものがあります。それ以外の拡張プロパ
ティは、リソースを作成するか無効にするときにしか更新できません。詳細は、
59ページの「リソースが使用不可の場合にだけ調整可能な拡張プロパティを変更する
」を参照してください。「調整」の欄は、各プロパティをいつ更新できるかを示して
います。

システム定義のプロパティの詳細については、r_properties(5)および
rg_properties(5)のマニュアルページを参照してください。
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表 A–1 SUNW.rac_udlm拡張プロパティ

名前/データタイプ 説明

Failfastmode (enum) UNIX Distributed Lock Manager (Oracle
UDLM)が実行されているノードのフェイル
ファストモード。フェイルファーストモード
は、該当ノードに発生した重大な問題に対応
するアクションを定義します。このプロパ
ティの値は次のとおりです。
� off –フェイルファストモードは無効で
す。

� panic –ノードは強制的にパニックになり
ます。

初期値: panic

調整:任意の時点 (Anytime)

Num_ports (integer) Oracle UDLMで使用する通信ポートの数。

初期値: 32

範囲: 16 – 64

調整:無効時 (When_disabled)

Oracle_config_file (string) Oracle分散ロックマネージャ (DLM)で使用す
る構成ファイル。構成ファイルは、Oracleソ
フトウェアのインストール時にインストール
され、すでに存在している必要があります。
このファイルは、Oracleソフトウェアをイン
ストールするときにインストールされます。
詳細については、Oracleソフトウェアのマ
ニュアルを参照してください。

初期値:
/etc/opt/SUNWcluster/conf/udlm.conf

調整:任意の時点 (Anytime)

Port (integer) Oracle UDLMで使用する通信ポート番号。

初期値: 6000

範囲: 1024 – 65500

調整:無効時 (When_disabled)
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表 A–1 SUNW.rac_udlm拡張プロパティ (続き)
名前/データタイプ 説明

Schedclass Schedclass (enum) priocntl (1) コマンドに渡される Oracle
UDLMのスケジューリングクラス。このプロ
パティの値は次のとおりです。
� RT –リアルタイム
� TS –タイムシェアリング
� IA –インタラクティブ

デフォルト: RT

調整:無効時 (When_disabled)

Schedpriority (integer) このプロパティは、priocntlコマンドへ渡
される Oracle UDLMのスケジューリングプ
ロパティを指定します。

初期値: 11

範囲: 0 – 59

調整:無効時 (When_ disabled)

Udlm_abort_step_timeout (integer) Oracle UDLM再構成の中断ステップのタイム
アウト (秒)。

初期値: 325

範囲:30 – 99999秒

調整:任意の時点 (Anytime)

Udlm_start_step_timeout (integer) Oracle UDLM再構成の開始ステップのタイム
アウト (秒)。

デフォルト: 100

範囲:30 – 99999秒

調整:任意の時点 (Anytime)

Udlm_step1_timeout (integer) Oracle UDLM再構成のステップ 1のタイムア
ウト (秒)。

初期値: 100

範囲:30 – 99999秒

調整:任意の時点

Udlm_step2_timeout (integer) Oracle UDLM再構成のステップ 2のタイムア
ウト (秒)。

初期値: 100

範囲:30 – 99999秒

調整:任意の時点 (Anytime)
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表 A–1 SUNW.rac_udlm拡張プロパティ (続き)
名前/データタイプ 説明

Udlm_step3_timeout (integer) Oracle UDLM再構成のステップ 3のタイムア
ウト (秒)。

初期値: 100

範囲:30 – 99999秒

調整:任意の時点 (Anytime)

Udlm_step4_timeout (integer) Oracle UDLM再構成のステップ 4のタイムア
ウト (秒)。

デフォルト: 100

範囲:30 – 99999秒

調整:任意の時点 (Anytime)

Udlm_step5_timeout (integer) Oracle UDLM再構成のステップ 5のタイムア
ウト (秒)。

初期値: 100

範囲:30 – 99999秒

調整:任意の時点 (Anytime)

表 A–2 SUNW.rac_cvm拡張プロパティ

名前/データタイプ 説明

Cvm_abort_step_timeout (integer) Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersの VERITAS
Volume Manager (VxVM)コンポーネント再構
成の中断ステップのタイムアウト (秒)。

初期値: 40

範囲:30 – 99999秒

調整:任意の時点 (Anytime)

Cvm_return_step_timeout (integer) Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersの VxVMコ
ンポーネント再構成の復帰ステップのタイム
アウト (秒)。

初期値: 40

範囲: 30 – 99999秒

調整:任意の時点 (Anytime)
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表 A–2 SUNW.rac_cvm拡張プロパティ (続き)
名前/データタイプ 説明

Cvm_start_step_timeout (integer) Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersの VxVMコ
ンポーネント再構成の開始ステップのタイム
アウト (秒)。

初期値: 120

範囲:30 – 99999秒

調整:任意の時点 (Anytime)

Cvm_step1_timeout (integer) Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersの VxVMコ
ンポーネント再構成ステップ 1のタイムアウ
ト (秒)。

初期値: 100

範囲:30 – 99999秒

調整:任意の時点 (Anytime)

Cvm_step2_timeout (integer) Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersの VxVMコ
ンポーネント再構成ステップ 2のタイムアウ
ト (秒)。

初期値: 100

範囲:30 – 99999秒

調整:任意の時点 (Anytime)

Cvm_step3_timeout (integer) Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersの VxVMコ
ンポーネント再構成ステップ 3のタイムアウ
ト (秒)。

初期値: 240

範囲:30 – 99999秒

調整:任意の時点 (Anytime)

Cvm_step4_timeout (integer) Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersの VxVMコ
ンポーネント再構成ステップ 4のタイムアウ
ト (秒)。

初期値: 320

範囲:100 – 99999秒

調整:任意の時点 (Anytime)
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表 A–2 SUNW.rac_cvm拡張プロパティ (続き)
名前/データタイプ 説明

Cvm_stop_step_timeout (integer) Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersの VxVMコ
ンポーネント再構成の停止ステップのタイム
アウト (秒)。

初期値: 40

範囲:30 – 99999秒

調整:任意の時点 (Anytime)

Reservation_timeout (integer) Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clusters再構成の予
約ステップのタイムアウト (秒)。

初期値: 325

範囲:100 – 99999秒

調整:任意の時点 (Anytime)

Vxclust_num_ports (integer) vxclustプログラムで使用する通信ポートの
数。

初期値: 32

範囲: 16 – 64

調整:無効時 (When_ disabled)

Vxclust_port (integer) vxclustプログラムで使用する通信ポート番
号。

初期値: 5568

範囲: 1024 – 65535

調整:無効時 (When_ disabled)

Vxconfigd_port (integer) VxVMコンポーネント構成デーモンの
vxconfigdで使用する通信ポート番号。

初期値: 5560

範囲: 1024 – 65535

調整:無効時 (When_disabled)

Vxkmsgd_port (integer) VxVMコンポーネントメッセ?ジングデーモン
の vxkmsgdで使用する通信ポート番号。

初期値: 5559

範囲: 1024 – 65535

調整:無効時 (When_disabled)
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表 A–3 SUNW.rac_hwraid拡張プロパティ

名前/データタイプ 説明

Reservation_timeout (integer) Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clusters再構成の予
約ステップのタイムアウト (秒)。

初期値: 325

範囲:100 – 99999秒

調整:任意の時点 (Anytime)
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